
【令和７年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都小学校音楽教育研究会】 

Ⅰ 団体の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

本会は、都内の近隣地区で１２の研究ゾーンに分け、ゾーン単位で合

同研究・研修を行っている。今年度は、千代田区・中央区・港区・新宿

区・台東区で構成される山の手Ｂゾーンによって研究を進めてきた成果

を発表する。 

○研究主題：「生き生きと音楽に関わり、学びを広げ 深め つなげる 

児童の育成」 

○目指す児童像 

・音楽活動の楽しさを見出しながら、自ら学びに向かう子 

・他者や音楽との対話を通して、自分の考え方や感じ方を広げたり深め

たりする子 

 

研究主題 つなげよう 深めよう 生かそう 音楽の学びを 

 

・音楽の学びをこれからの学びや生活につなげて生かそうとする子 

〇研究内容 

 視点１ 音楽的な見方・考え方を働かせた主体的な学びの実現 

     ・見通しをもって学び続けることのできる学習過程の工夫 

     ・個別最適な学びを実現する工夫 

 視点２ 対話を通して広げ深める協働的な学びの実現 

     ・考え方・感じ方を広げ深める対話を実現する学習活動 

     ・音楽表現や考えを広げ深める教師の働きかけ 

 視点３ 学んだことを生かしつなげる深い学びの実現 

     ・学びの連続性・発展性を意識した年間指導計画の作成 

     ・音楽科の学びと生活や社会とのつながりを意識できる学

習の充実、各区の特性に合わせた取組 

〇研究方法・授業研究及び協議会 ・研究集録の作成 ・研究発表 

・他教科等との関連を記載した年間指導計画の作成 

 

  第６８回 研究大会 山の手Ｂゾーン大会 

日時：令和８年１月２３日（金） 

午前９時３０分～午後４時１５分 

会場：午前 千代田区・中央区・港区・新宿区・台東区 

全５会場 

午後 千代田区立お茶の水小学校 

内容：研究授業、ワークショップ、研究発表、講評・講演 

 

 東京都小学校音楽教育研究会（略称 都小音研）は、昭和３３年に発

足した研究会である。東京都小学校音楽教育の充実発展を期するととも

に、会員相互の研修と親睦を図ることを目的としている。 

 組織は、各区市町村を単位として構成し、庶務部、会計部、研究部、

調査部、事業部、広報部、ＩＣＴ部が全体の運営に当たっている。 

 研究内容は、①小学校音楽教育についての研修並びに調査、②研究会

・講演会・講習会・視察等の調整、③個人並びに団体の研修活動につい

ての奨励・援助、④研究物・機関紙の出版、⑤音楽教育諸団体との連絡

・提携、⑥その他必要と認められた事業を行っている。 

Ⅱ ゾーン単位による研究 
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Ⅲ 各種研究会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 調査 

 

＜令和７年度連絡先＞ 

団体名 東京都小学校音楽教育研究会 

代表者 

所属 東三鷹学園三鷹市立北野小学校 

職 氏名 校長 山根 まどか 

連絡先 ０４２２－４７－０５５１ 

事務局 

所属 板橋区立志村第五小学校 

職 氏名 校長 島田 朋子 

連絡先 ０３－３９３２－６３４７ 

団体ホームページ 
ＵＲＬ 二次元コード 

https://www.tosyouonken.com  

 

１０の各種研究会が活動し、それぞれの特色を生かして研究を進め

ている。 

 

・指揮法研究会 

・編曲研究会 

・合唱研究会 

・音楽授業研究の会 

・合奏研究会 

・管楽器研究会 

・即興表現研究会 

・鑑賞指導研究会 

・邦楽教育研究会 

・電子楽器研究会 

 

 

 

 都内の公立小学校全校を対象に、「個別最適な学び」と「協働的

な学び」の一体化に向けた実践例について７月に調査を実施した。

調査結果は、都小音研のホームページに掲載した。 （以下抜粋） 

○「個別最適な学び」実践例 

・「１人で学ぶ」「友達と学ぶ（ペア・グループ）」「教師と学

ぶ」など、自分の課題に応じて、練習方法や学び方を選択する学

習形態、進度や段階別に分けた教材の選択 

・一人１台端末を活用した自分の進度に合わせた学習方法の選択 

○「協働的な学び」実践例 

・意見の共有や話合い活動を充実させる指導の工夫 

・個→ペア→グループ→全体という段階的な学習形態の工夫 

○「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた

実践を行う上で大切にしていること 

・個の学びと集団の学びのつながり、学びの共有化 

・１単位時間に両方の場面を取り入れ、積み重ねていくこと 

 児童作品を公募し、発表・奨励することにより、音楽教育の向上

を図ることを目的として行っている。課題詩の部と自由作品の部が

あり、各部の作品を募集している。 

 第１次選定、第２次選定を経て、選定の結果は、都小音研ホーム

ページ上で１月中旬に発表し、都小音研の会報に掲載する。入賞作

品については、音楽作品発表会で演奏する。 

〇音楽作品発表会 

 令和８年２月７日（土）午後（会場）カスケードホール 

活動内容：実技研修、楽曲分析、楽譜 

検討、学習指導案の検討、授業研究、 

楽器の奏法や指導方法の研究等 

研究成果発表 

〇合唱祭：令和８年２月２２日(日)、２月 

 ２３日（月・祝） 

（会場）府中の森芸術劇場 

〇管楽器演奏会：令和８年２月２１日 （土）、 

 ２月２２日（日） 

（会場）なかのＺＥＲＯ 

 

Ⅳ 音楽作品発表会 


